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　ポーラログラフによる干反両三に濾液反悪の本
態をなすものがMucoprotein（以下Mpと省略）及
びMucoid（以下Mcと省略）と密接不可分の関係
にあり，これが癌及び炎症性疾患に大体共通した
成績を示すことは，既にWaldschmidt－L．1），　Win一一
zler等2），3）によって発表され，これを追試した門
下の柴田4），佐藤5）の成績もこれに一致するもの
である。しかして血清中Mp或ぽMcについては，
正常健康血清中のそれと病的状態におV・て増加し
たものとの聞に本質的な差異があるか否かにつV・
てはMeh1等6）は少なくとも電氣泳動的調査の範
囲内では差異を認め得ないとし，Boyland等7）は
臨床例のポーラログラフ的また電氣泳動的な成績
の闇における相関性を統計的に吟味L，細る程度
の相違が推測されると称している。しかしこれを
更に：癌と炎症性疾患と（p間について研究した報告
はなく，i致窒の佐藤が理化学的性歌の上からとれ
まで調査した範囲内では著差を認め得るに至って
いなv・。
　よってわれわれはこれを引続き冤疫1血L清学的に
追求していささか知見を得たのでここに’報告する。
　なおとこにMp或はMcそのものの定義上の
問題につV・てもLeveneS）が当初記載したところと
今日Meyer9）によって説かれるところには漸く大
きい懸隔が生じ，從って今後の研究に：侯たなけれ
ばならなV・多くの分野を残していることはいうま
でもない。
　われわれは都合上佐藤等の尋較告せる如くポ解ラ’
ログラフ的には血清のそれと軌を一にする意味か
ら，主として尿Mcについての実瞼を試みたが，
その化学的組成の詳細につV・ては別に発表予定で
ある。
　　　　　　　　実験方法
　1）尿Mc抽出法：　第1図に示す如く上野氏10）法に
從い抽出した。即ち蓄尿せる尿をセlVアァン袋に容れ流水
中に約一外注透折し，そのセ・ファン内容を約1／50量に蒸
発濃縮し，これを濾過，その濾液に約6～10倍量の純アル
コ・一ルを加え，一夜氷室に静置し翌日遠心分離（3，000回
車專，10分間）し，その沈澱を少量の蒸溜水に溶かし，こ才し
を濾過してその濾液に夏に6～10倍量の純アルコ9ルを加
え氷室に一夜静置する。このことを夏に2回繰返して最後
の沈澱を乾燥する。
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　　　　尿
　　　　・
　　一戸夜透折（流水申）
　　　　・
　　　濃縮（約i／50量》
　　　　，
　　　濾　過
　　　　，
　　　濾　液
　　　　↓加熱欄脇座
　　　濾　液　十：6～10倍量：無水アルコ’一ル
　　　　・
　一夜氷室に静置
　　　　・
　上清を傾け下狛　（3，000回輔，10分’問）
　　　　・
　　　沈　澱　（A）十少量の蒸溜水
　　　　；
　　　濾・過
　　　　，
　　　濾　液　 十6～10倍：：量無水アルコール
　　　　；
　一夜氷室静置
　　　遽．沈
　　　　・
　　，沈　澱　（B）
（B）にっき（A＞→〔B）操作を2回
　繰り返し最後の沈澱を乾燥
　第1図　尿ムコイド抽出法（上野氏法）
血清についての吸牧成績：　　上述の方法で作製した癌及
び炎症尿Mcの各抗血清は癌，炎症並びに正常尿Mcの
みならず入血清とも反罰するので，上封の如くそれぞれの
最漉比を求めて吸攻試瞼を行い，入血清とは最早や旧訓し
ない癌及び炎症尿Mc抗血清を得た。
第1表　癌尿Mc並びに炎症尿Mc各抗血清
　　　　についての成績（吸牧前）
癌　尿　Mc
A型炎症尿Mc
B型炎症尿Mc
入　　血　　清
抗入膿尿Mc
家兎血清
5，000　×　32
5，000×8
?。?．????
5，000　×　8
5，000　×　32
???????
5，000　×　16
50×8
第2表．癌尿Mc並びに炎症尿Mc各抗血清
　　　　　についての吸攻成績
　以上の方法により癌，炎症並びに正常尿よりそれぞれ　Mc
　　ゆ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
を抽出した。
　2）冤疫方法11）：　2％尿Mc　10ccを等量の水酸化
アルミニウム12）・13）と混和し，これに食塩：を加えて等；張と
し，成熟家兎大腿筋肉内に2日間隔で5～6回注射する。
　3）沈隆旧債及び沈降素量の測定：　　沈降素便は抗血
清原液に前記の抗原を生i理的食塩水にて階段稀釈したもの
を重煙し，3～5時問後の結果までの威績を記載する航原
債）。沈降素量の測定は抗血清を2％アラビアゴム食塩水に
て階段稀釈を行い，そのおのおのに対し前記の沈降素債の
測定を行）」，陽性を示す抗血清の最高稀釈を以て沈降素量
とする【抗体債）。
　4，吸下腿瞼：　Dean＆Webbi4）の最適比を考慮し
吸収すべき抗原に対する抗原債と抗体便より最適比を算出
・て儲・ピー．蛛E吸・繍・行つ・．
　5）癌については主として胃癌尿を，炎症例としては肺
結核及び漁性肋膜炎尿を用い，対照として健康人尿Mcを
抽出してそれぞれについて血型を調i査した。
実験成績
　　　ヨ奮1　　　　構
R原駿康
抗入癌尿照。
ﾆ兎血清
嶽巖家兎血清 嶽懸家兎血清
　　　　　　20×A．B型500X入血消　　　　　　入血清 5×AB型
?血清
癌　　尿　　Mc
A型炎症尿Mc
B型炎症尿Mc
入　　血　　清
5，000　×　16
o
2，000×4
2，000×4
　0
2，000×8
2，000×8
　0
1．抗人三戸Mc家兎血清並びに抗人炎症尿Mc家兎
　即ち第1衷，第2表で示す如く癌尿．Mc抗血清の値は
5，000×32で，入血清とは5，000×8と反別するので，500
こ入血清で吸牧した結果，主反慮たる二二Mcとは5，000
×16なるに反し入血清とは最早や反雁iを呈しなかった。
　A型炎症尿Mc抗血清の値は5，000　x　8で，入血清とは
5，000x32と反引し，20倍AB思入血清で吸牧した結果，
主重工の値は2，000×4で入血清とは最早や反憾しなかっ
た。またB型炎症尿Mc抗血清の値は5，000×16で，入
血清とは50XSと反応し，5倍AB型入血清で吸渇した
結果，主反鵬の値は，2，000×8で入血清とは殻早や反懸し
なかった。
　以上の如く吸牧試瞼を行った後の各抗血清について実瞼
を試みた。
　II．抗人癌尿Mc家兎血清（50e×人血呼吸牧）につい
ての成紐：　実瞼成績は第3表で示す如く主薬嚥と考え
られる癌尿Mcとは5，000×16と梨園し，副反雁と考えら’
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れる結核尿Me，．肋膜炎尿Mcの炎症群に対してはそれぞ
れ2，000×4，2，0001XSと反慮．ｵまた正常尿Mcに対して
はA型は1，000×8，B型は2，000×8と反排している。
第5表AB型入血清吸牧抗入炎症尿Mc
　　　　　　家兎血清成績
第3表　500×入血清吸攻抗入血尿Mc家兎
　　　　　　国払成績
×抗∵＼
＼抗血清抗原＼
癌　．尿　’Mc
結　核．尿　Mc
肋膜炎尿Mc
正常尿Mc　（A型）
正常尿Mc（B型）
入　　血　　清
　500×入血清吸牧
直入癌尿Mc家兎血清
5，000　×　16
2，000　x　4
2，000　x　8
1，000X　8
2，000　X　8
　　0
A型炎症尿Mc
B型炎症尿Mc
癌尿Mc（斎藤）
仙川Mc（竹内）
癌尿Mc仲野）
A型正常尿Mc．
B型正常尿Mc
入　　血　　清
20xAB導入血清吸収
抗入A型炎症尿
Mc家兎血清
2000×4
2000×4
100×2
2000×2
500×2
100×2
100×2
　0
5×AB型入血清吸牧
抗人B型炎症尿
Mc家束血清
2000×8
2000×8
500×2
2000×4
500×2
200×2
100×2
　0
　　　　　　　　　　　　　　凸
　しかして癌尿Mcに対しては抗体個16なるに対し，炎
症群は4ないし8，正常群に対してはSで幾分の差異が見
られる。
　正常群に反鷹する部分を除いた抗血清即ち100倍B型
正常尿Mcで吸攻した後の抗血清についての成績は第4表
高4表100×B型正常尿Mc吸三二の成績
型の揚合と同様の結果を得た。即ち炎症尿Mcに対し！は
A及びB型とも2，000×8で抗体債8であり，これに対し
て癌尿Mcに対しては2，000×4ないし500×2で抗体債
は2ないし4であり，また正常尿McはA型は200×2，
B型は100×2で抗体儂2と明かに弱い反慮を呈している。
　　　　抗日
　吸　　　　　血　．　牧抗　　　抗原
　原　　　　一＿一一．．i
癌　　尿　　Mc
結　核　尿　Mc
肋膜炎尿Mc
正常尿Mc　tA型）
正常尿Mc　CB型｝
入　　血　　清
　500×入血清吸攻
抗入癌尿Mc家兎血清
100XB型正常尿Mc
200　×　4
50　×　2’
100　×2
　0
　0
　0
に困ず如く，癌尿Mcに対しては200×4，結核尿Mc及
び肋膜炎尿Mcの炎症群に対してはそれぞれ50　x　2，100
×2と反記し，それ等抗体慣の差より癌尿Mcと炎症尿Mc
との間に差異のあることが認められる。
　III．抗人炎症尿Mc家兎血清（吸牧後♪についての成
績：　実瞼成績は第5表に示す如く，A型炎症尿Mc抗
血清に対しては，炎症尿McはA及びB型何れも抗体債
4と反磨しているのに対し癌尿Mcは何れも抗体債2であ
り，また正常尿McはA及びB型とも100×2と溺い反
磨を呈している。B型炎症尿Mc抗血清に対する反慮もA
総括並びに考按
　細菌のMc，血清Mc或はOvomucoidの琵疫th1．
清学的な研究はK：abat15），　Rimigtoh16）の発表があ
り，また尿McについてはGottschalki7，　Tamm等1s）
によって血球凝集反慮抑制効果等に関する報告が
行われているが，尿Mcそのものについての1血清
学的研究は上野（1937）が人面Mcを用V・血液型特
異的凝集阻止物質並びにA型及びB山人尿Mc
中にF氏抗原物質の存在を認め，且つこれ等の特
性は加水分解により破壊され，尿Mc家兎冤疫に
よっては殆ど凝集素の産生を卜す，ただA型また
はAB型尿Mc引回によって僅か乍ら緬羊溶血素
の新生を見たと報告しており，次いで芳賀19）・
（1939）がこれを追試して確認したが，氏は人尿Mc
冤疫により型的凝集素の産生を見たがMc沈降素
の産生は見なかったと報告し旧いる。最近に至っ
て奥山はアルミナクリーム法による張力な冤疫：方
法によって得た尿Mc抗拍L清についての實瞼の結
果，型的凝集素の塵生は見なかったとV・い，これ
について上野・奥山等ぽ人頭Mc中の型物質は生
15）　Kabat，　E．　A．：　J．　lmmunol．　47，　513　（1943）．
16）　Rimington，　C．：　Bioehem．　」．　34，　931，　941．（1940）．
17）　Gottsehalk，　A．：　Nature　167，　845　C1951）．
18）　Tamm，　1．　et　al．：　」．　Exp．　Med．　95，　71　〈1952）．
19）芳賀：東北医誌25，377～3S3（昭14）．
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休内抗原性がなく，即ちHaptenであると詮明し
ている。また奥山は尿Mcの型に無関係な即ち共
通的な構造部分に対する沈降素の産生に成功して
いる。
　余等ぽ癌及び炎症尿Mc冤疫により上述の沈降
素の産生を確認すると同時に，それぞれの抗血清
についての実験より，癌尿Mc，炎症尿Mc及び
iE常尿Mc間に幾分なりとも差異のあることを認
めた。しかしこの場合尿Mcの抽出法並びに保存
等で多少反慮に強弱のあることが判明したので，
今後更に槍討を要するものと考える。
　また人尿Mc冤疫血清において人血清と反回す　，
る部分の含まれていることは，尿Mc中にMc抽
出操作中にも除去出來なかった血清成分が極めて
微量に混入し，Mc菟疫に際しMc抗体とともに
血清抗体を産生せしめたと思考する。
　またいわゆるHaptenである尿Mcの型物質と
の関係及びその生物学的意義等に関しては次の機
会に発表の予定である。
結 論
　1．人尿Mcのアルミナクリーム吸着による菟
　　　　ヤ疫方法に：よりMc部分に対する．沈降素の産生を確
認する。
　2・人癌尿Mc，炎症尿Mc及び正常尿Mc間
には冤疫血清学的には幾分の差異を認める。
　　　　　　　　　　　　　（HIS禾『128．7．27受イ寸｝
Summary
　　Polarographical　cancer　reaction　is　essentially　closely　related　to　rnucoprotein　and　mucoid，　and
the　results　are　quite　similar　in　the　case　cancer　and　inflammatory　diseases・　ln　spite　of　our　physical
and　cheinical　investigations，　which　are　t6　be　reported　elsewhere，　no　distinct　difference　is　yet
observed　between　cancer　and　inftammatory　diseases・　Our　immurtoserologicat　studies　on　this
problem，　however，　have　revealed　original　differences　to　a　certain　extent　among　urinary　mucoi’d
of　cancer　patients，　of　patients　vv’ith　inflammatory　diseases，　and　of　health｝r　individuals，　by　means
of　preciPitation　technique　using　rabbit　sera　of　1）　antihuman－cancer－urine－mucoid　nature，　2）　anti－
A－type　human－inflammatory－urine－rnucoid　nature，　and　3）　anti－Btype　human－inflammatory－url’ne－
mucoid　nature．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Received　July　27，　1953）
